






＜ ジ ャ ン プ マ ー ク に つ い て ＞

ワ ー ク シ ョ ッ プ で 聞 こ え て き た

地 域 の 防 災 士 や 自 治 会 長 の 女性たちの声

地域に昔から住んでいる有力者が

リーダーになっているから、

新しい女性は入りにくい…
活動したいと思ったとき、

どうすればいいの？

防災組織に女性が入ることに

なっているけれど、

実際は“女性はお手伝い”
自分の想いを

どうしたら実現できるの？

「組織のトップは男性しか

できない」と言われた…

女性はリーダーに

なれないの？

地域で活動するには

肩書や知名度が必要…？
どうしたら活動できるの？

組織に入ったばかりの女性は、

会議で意見を言えない…
どうしたら会議で発言できる？

防災活動が男性中心に

行われている…
平時も災害時も、女性が主体的

な担い手であることを

みんなが理解するには

どうしたらいいの？

家庭や仕事との

両立が大変…
少ない人数で膨大な量の

仕事を完璧にしなければ

ならないの？

防災研修を受けるためには

自治会からの推薦が必要…

活動したいと思ったとき、

そもそもスタートラインに

立てないの？

p.24 ①1

本 書 は 、 地 域 で 実 際 に 防 災 活 動 を し て い る 女 性 た ち の 声 を 元 に

次 の 2 部 で 構 成 し て い ま す 。

2 3

どんな課題が

あるだろう？

女 性 が 力 を 発 揮 す る

地 域 防 災

ノ ウ ハ ウ 集
「地域のギモン」、「行政のギモン」の観点から、地域の防災活動で

女性が力を発揮するための取組のヒントをまとめています。

活 動 事 例 集
地域の防災活動で女性が力を発揮している

１２団体の取組を紹介しています。

有 識 者 か ら の メ ッ セ ー ジ

女 性 が 力 を 発 揮 す る た め の ポ イ ン ト チ ェ ッ ク

『

お 役 立 ち 情 報

1

2

p.23 Q1A1

女性が力を発揮する

これからの地域防災 』

地域で女性が力を発揮するうえでの課題を抽出

するために、地域で防災活動を行っている女性

たちを対象にワークショップを実施しました。

その結果、自主防災組織、行政それぞれに、過去

のルールにしばられている部分や、まだまだ

できることが多く見つかりました。

こ の マ ー ク は 、 活 動 の ノ ウ ハ ウ

に 関 連 す る 事 例 が 掲 載 さ れ て

いるページと項目を示していま

す 。 具体的な取組を知りたいと

きは、該当する活動事例を参照

してください。

こ の マ ー ク は 、 活 動 事 例 に 関 連

す る ノ ウ ハ ウ が 掲 載 さ れ て い る

ページと項目を示しています。

解 決 で き る 悩 み ・ 疑 問 や 、 他 の

ノウハウを知りたいときは、該当

するノウハウを参照してください。
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ノ ウ ハ ウ 集 の 目 次

地域で女性が力を発揮するための活動のノウハウを

Q＆A形式でまとめました。

女性が力を発揮する

ためのノウハウ集

4 5

Q&A 地
域
の
ギ
モ
ン

行
政
の
ギ
モ
ン

————————— p.６
地域の防災活動に関心を持ってもらうための

よい方法はありますか？
Q1

——— p.8
女性と男性がともに防災活動を進めるために、地域組織

の体制を整えたいです。よい方法はありますか？
Q3

————————— p.１０
女性が主体となって防災に取り組みやすく

するための工夫はありますか？
Q4

—————————— p.１４
女性が自分の考えや気持ちを伝えやすく

するためのコツはありますか？
Q6

————————— p.１６
防 災 活 動 を し た い と 思 う 女 性 に 対 し て 、

行 政 は 何 か ら 始 め る と よ い で す か ？
Q7

——————— p.１８
行 政 が 女 性 の 防 災 人 材 を 育 成 す る と き に

で き る 工 夫 は あ り ま す か ？
Q8

———— p.２０
女 性 が 継 続 し て 地 域 で 防 災 活 動 を す る た め に

行 政 と し て で き る こ と は あ り ま す か ？
Q9

————————— p.7Q2 自主防災組織などの地域組織に女性がもっと

参画するにはどうすればよいですか？

—————— p.１２Q5 生活スタイルに合わせて関わり方を選べる組織に

したいです。どんな工夫ができますか？

こ れ か ら の 地 域 防 災
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参

加

し

た

く

な

る

防

災

活

動

に

す

る

女性が

力を発揮

するための

ノウハウ

Q1 地 域 の 防 災 活 動 に 関 心 を 持 っ て も ら う

た め の よ い 方 法 は あ り ま す か ？

A1 防 災 以 外 の 地 域 活 動 と

結 び つ け て み ま し ょ う

防災研修や訓練だとハードルが高くても、お祭りや授業参観、運動会などの

楽しいイベントと結びつけると、多くの人に参加してもらいやすくなります。

 お祭りに併せて防災訓練を

実施するなど、子供と一緒に参加

したくなる工夫をする

6 7

A2 防 災 と 日 常 を つ な げ て

啓 発 活 動 を 行 い ま し ょ う

防災を自分事にできると、興味を持ってもらいやすくなります。

身近なテーマで企画の内容を考えてみましょう。

▲高校生と一緒に訓練（川向地区防災会）

p.39 ⑧２

 子供会やPTAと連携して

防災訓練やイベントを実施することで、参加する機会をつくる

地

域

の

ギ

モ

ン

 お茶を飲みながら、ちょっとした備え、知っておきたい知識、家族や

自分を守る術を学ぶカフェ形式の訓練を実施する

 日常生活とつながる内容のカリキュラムで防災を身近に感じられる

ようにする

行

政

の

ギ

モ

ン

A1 組 織 の 活 動 を 見 え る 化 し ま し ょ う

自主防災組織の活動やイベントに参加するようになった女性が、

運営メンバーとして参画しやすくするために、組織の活動を見える化しましょう。

 ホームページやブログ、SNSなどのICTを活用し、

組織の活動内容をわかりやすく紹介する

 誰が組織のメンバーとして活動しているのかわかるよう、

イベントではゼッケンなどを着用する

 組織の名簿には、世帯主ではなく、

実際に活動している人の名前を記載する

A1

A2 他 分 野 で 活 動 を し て い る

女 性 た ち を 巻 き 込 み ま し ょ う

民生・児童委員や子育て・福祉・防犯・環境の団体など、様々な団体で多くの女性が活躍して

います。既に地域で活動をしている女性は、活動の場や人脈、活動を上手く進めるための

ノウハウを持っており、防災活動を行ううえでとても心強いパートナーになります。

 福祉分野での防災、環境分野での防災など、既に実施している活動に

防災をつなげ、必要性を理解してもらう

Q2 自 主 防 災 組 織 な ど の 地 域 組 織 に 女 性 が

も っ と 参 画 す る に は ど う す れ ば よ い で す か ？

 他分野で活動している組織に女性たちと、自主防災組織などが

つながれるよう、行政につなげてもらう

p.35 ⑥2

p.36 ⑦１

p.28 ③課題

p.38 ⑧1

p.24 ①１
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Q4 女 性 が 主 体 と な っ て 防 災 に 取 り 組 み

や す く す る た め の 工 夫 は あ り ま す か ？

A1 活 動 し や す く す る た め の

ツ ー ル を 作 っ て み ま し ょ う

「地域で活動したい」と思った人が、気軽に始められるように、

資料やグッズなどのツールを作成して活用しましょう。

 災害時のトイレの使い方を説明する

紙芝居や、応急手当の説明をする

ためのイラスト・動画など、

説明するための資料をつくる

10 11

▲いばらき女子防災部が防災クイズの
練習をしている様子（茨木市）

▲ダンボールで簡易トイレを制作して
いる様子（平塚パワーズ）

p.27 ②１

地

域

の

ギ

モ

ン

 防災訓練やイベントなどで、

ツールを使って発表する場をつくる

 独自の防災グッズをつくる

など、防災の啓発活動をしやすく

するためのモノをつくる

 自作したモノを使って、防災啓発の

イベントやセミナーなどを地域で

開催する

行

政

の

ギ

モ

ン

 研修を修了した女性たちが、自主防災組織の役員など地域の人たちを

招待して学んできた内容を発表する

A2 得 意 な こ と を 持 ち 寄 っ て

協 力 し ま し ょ う

新たな提案は、実現するためにさまざまな人の力が必要になります。

周りの人たちが得意なことを持ち寄って協力することで、誰かが提案したことを実現でき、

提案した人や周りの人たちの自信にもつながります。

 新たな提案やアイデアを否定しない

A3

▲女性が発案して劇が好きな方が
台本を書いた防災劇（川向地区防災会）

p.31 ④1

 発案者が中心となり、

話すのが得意、絵を描くのが得意、

工作が得意、お金の管理が得意など、

得意なことを持ち寄って実現する

 楽しんで活動することを大切にする

 自主防災組織連合会などの活動報告会で、女性たちが活動を発表するなど、

自主防災組織の会長たちが女性の活動について知る

地域の男性が、女性たちがどんな活動をしているのかを知る機会があると、

理解が深まり、一緒に活動しやすくなります。

活動したいと思っている女性が地域の活動を知る機会も必要です。

女 性 た ち の 活 動 を 地 域 の 男 性

が 知 る 機 会 を つ く り ま し ょ う

p.47 ⑫１

p.27 ②２

p.47 ⑫１

p.37 ⑦２

 グループを作り活動している女性たちに、

地域の防災イベントのブースやコーナーを

担当してもらい、活動している女性たちと地域が

お互いの活動内容を知り合う p.27 ②２
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Q4 女 性 が 主 体 と な っ て 防 災 に 取 り 組 み

や す く す る た め の 工 夫 は あ り ま す か ？
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 自分のライフスタイルの変化に伴って、役員を辞めたり戻ったりできる

ようにする

 計画どおりにできないことがあっても、できたことを認め、

「まぁ、いっか」と切り替える

 活動を手伝ってもらったり、イベントに一緒に参加するなど、

活動に家族も巻き込む

 活動の手順や内容をノートに記録するなど、

活動の内容を見える化して、引継ぎをしやすくする

生

活

ス

タ

イ

ル

に

合

わ

せ

て

柔

軟

に

運

営

す

る

女性が

力を発揮

するための

ノウハウ

Q5

A1 一 人 あ た り の 負 担 を

減 ら し ま し ょ う

役割を担う人に大きな負担がかからないよう工夫することで、

家庭や仕事とのバランスをとりながら活動ができるようになります。

 部長や副部長を２人制にするなど、複数人で役割を担い、

手分けしたり相談したりして活動する

12 13

▲妻が地域活動を頑張ると、
夫も協力する家族が多い
（市名坂東町内会）

生 活 ス タ イ ル に 合 わ せ て 関 わ り 方 を

選 べ る 組 織 に し た い で す 。

ど ん な 工 夫 が で き ま す か ？

地

域

の

ギ

モ

ン

p.35 ⑥２

 組織全体での会議を短時間にするために、

部や班で短時間の小さな集まりを頻繁に開く

 1回あたりの活動時間を短くして

参加しやすくする

 曜日や時間帯にとらわれず、自由な

時間に活動できる場所を確保する

 話し合いやイベントの準備をする

時間帯を平日昼間や夕食時から外す

など、みんなで話し合って決める

 役員を引退した方などが、会議やイベント中の子供の見守りを

サポートをする

 子供が遊べるスペースの確保や託児サービスを設ける

行

政

の

ギ

モ

ン

 LINEやチャット、オンライン会議

システムなどのツールを使って、

会わなくても意見交換できるようにする

A2 I C T な ど の ツ ー ル を 活 用 し て

情 報 を 共 有 し ま し ょ う

LINEなどのICTを活用すると、同じ時間に一箇所に集まって会議をしなくても

意見交換ができるため、効率的に活動できます。

 必要な情報を記載できる様式を

つくるなど、会わなくても情報を

共有できる工夫をする

A3
柔 軟 に 活 動 で き る

組 織 に し ま し ょ う

個人の生活スタイルに合わせて、参加の仕方や役割の担い方などを選べると、

多くの人が活動に取り組みやすくなります。従来の運営方法を変えて、

参画しやすい組織を目指しましょう。

▲講習の依頼は様式に記入して共有
（平塚パワーズ）

p.47 ⑫２

p.43 ⑩１

p.43 ⑩１

p.35 ⑥２

p.35 ⑥２

 高齢者向けにツール活用講座を行い、誰もが使えるようにする

 組織の運営も活動内容も完璧を目指さず、

次の世代が改善していくポイントが見つかったと捉える

 人それぞれの事情に合わせて、可能な範囲で参加できる雰囲気をつくる

p.37 ⑦２

p.42 ⑩課題

p.44 ⑪課題

p.24 ①１

p.38 ⑧１

p.39 ⑧2
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Q7 防 災 活 動 を し た い と 思 う 女 性 に 対 し て 、

行 政 は 何 か ら 始 め る と よ い で す か ？

16 17

行

政

の

ギ

モ

ン

地

域

の

ギ

モ

ン

 自主防災組織ですでに活動している女性と、これから

活動する女性が一緒に受講できる研修を実施するなど、

異なる立場の女性同士が交流する場をつくる

A1 同 じ 目 的 を 持 つ 人 や 組 織 を

つ な げ る 機 会 を つ く り ま し ょ う

一人の人が「やりたい」と思っている活動を、他の人も「やりたい」と思っているかも

しれません。一緒に活動したり、困ったときに相談できる仲間がいると、

活動の実行力が高まります。

 女性が気軽に参加できる研修やセミナーなどを開催する

p.33 ⑤３

 研修の修了生が参加できるメッセンジャーグループや

メーリングリストを作成し、研修終了後もお互いにつながり、

情報交換できるようにする

 受講者仲間、防災士仲間、子育て仲間、民生委員仲間など、同じ

目的を持つ人たちで新たにグループを結成できるよう支援する

 活動報告会などのイベントを開催し、研修の受講生と修了生が

交流する機会をつくる

p.24 ①1

A2 地 域 と マ ッ チ ン グ し ま し ょ う

一人ひとりの希望に沿う活動を選択できるように、

女性と自主防災組織などをマッチングしましょう。

p.26 ②課題

 研修終了後に活動したい内容を面談などで把握し、

活動できる組織を紹介するなど、行政が活動したい

女性と受け入れ側の地域組織をつなぐ

S

A3 地 域 防 災 の 担 い 手 の 捉 え 方 を

広 げ て み ま し ょ う

「地域の防災活動」は、自主防災組織や自治会・町内会等にこだわる必要はありません。

例えば、同じ小学校区、同じ市区町村など地域の範囲を広げたり、防災以外のテーマの

活動の中で、防災にも取り組むことで、活動の場が広がります。

 市区町村内の防災に関心のある女性たち

が中心となって活動するグループの立ち

上げや運営を支援する

平成30年の西日本豪雨の後、支援物資を運びながら地域を回っているとき、LINEグ

ループでのつながりがない方々が気落ちされているのを見ました。地域に住む人たちが

つながれる場を作りたいという思いから、ボランティア団体に協力していただき、ごは

んを食べに来ることをきっかけに集えるよう、団体として会場運営や広報を行いました。

防 災 で 地 域 の 中 の 人 や

外 の 人 と つ な が る

川辺復興プロジェクト
あるく 代表

p.42 ⑩

▲流山市の子育て中の女性16名
で活動（流山防災プロジェクト）

 福祉、子育て、食生活、環境、ボランティアなど

の他のテーマで活動しているグループの

防災の取組を支援する

 市区町村内外で継続的に防災活動に取り組んでいる女性に、

自主防災組織などの訓練や活動のアドバイザーになってもらう

p.33 ⑤２

p.33 ⑤２

p.25 ①２

p.44 ⑪

p.46 ⑫
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 男性参加者が多い研修と女性参加者が多い研修で同じ内容の研修を

実施するなど、男性も女性も一緒に、防災や男女共同参画について

学べるようにする

 ワークショップで、同じ地域の男女が同じグループになるように

するなど、お互いの考えを知る機会をつくる

人

材

育

成

の

仕

組

み

を

工

夫

す

る

女性が

力を発揮

するための

ノウハウ

Q8

18 19

A3 参 加 者 の 募 集 方 法 を

工 夫 し ま し ょ う

募集の声かけをどの部署からどんな方法で行うかによって、参加者の所属や年齢層が

大きく変わります。研修の目的に合わせ、他部署からの募集も検討してみましょう。

 男女共同参画部署からは、「これまで防災活動に関わっていない女性」を

対象に、危機管理部署からは、「自主防災組織の女性」を対象に

声をかけるなど、いくつかの部署が連携して参加者を募る

A4 女 性 と 男 性 が と も に 学 び 合 う

機 会 を つ く り ま し ょ う

男女共同参画の視点から防災を考えるには、

女性と男性がともに男女共同参画について学び、

お互いを理解し合うことが必要です。

 男女共同参画担当部局や男女共同参画センター、

男女共同参画の推進に取り組むNPOなどと

連携して、防災と男女共同参画をテーマとした研修を実施する

行

政

の

ギ

モ

ン

p.30 ④課題

p.30 ④課題

 福祉・環境・食生活・子育てなど、地域ですでに活動している

他分野の団体に声かけをする

 研修のテーマや対象者に合わせ、関わりのある他部署のネットワークを

使って、対象となる女性たちに情報を届ける

p.28 ③課題

p.26 ②課題

行 政 が 女 性 の 防 災 人 材 を 育 成 す る と き に

で き る 工 夫 は あ り ま す か ？

 受付や会場の設営を受講者が行うなど、

受講者同士が協力する機会をつくる

 地元大学の先生や地域の実践者が

スーパーバイザーとして伴走しながら実践を積む

 ワークショップを多く取り入れ、参加者

同士の意見交換を通じて、気づきを促す

A1 研 修 の カ リ キ ュ ラ ム を

工 夫 し ま し ょ う

防災研修は、基礎的な知識を習得するだけでなく、

受講者が自信をもって地域で実践できる学びにすることが大切です。

 一人ひとりが設定した目標の達成に向けて、講師のサポートを受け

ながら、自分でカリキュラムを組み立て、人前で実際に講義を行う

までの一連の流れを実践する

A2 研 修 の 仕 方 を 工 夫 し ま し ょ う

 地域で既に活動している女性に参加を呼びかけ、カリキュラム

作成の段階から協働して研修をつくりあげる

ワークショップやOJTの要素を取り入れるなど、実際に活動する際に役立つ

スキルを身に付けたり、担い手としての主体性を引き出す工夫をしましょう。

※OJT（OJT（On-the-Job Training）：具体的な仕事を通じて、仕事に必要な知識・技術・

技能・態度などを指導・教育する手法）

p.27 ②１

p.32 ⑤１

p.31 ④１

 避難所での女性の困り事や、災害時の女性や子供に対する

暴力に関する講義、避難所の体験を取り入れるなど、防災を

自分事として考えられるようなカリキュラムにする

地

域

の

ギ

モ

ン
p.32 ⑤１

p.29 ③1

p.40 ⑨１

▲男女が同じグループで
ワークショップする様子
（四日市市）
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 都道府県や大学などが中心となって、都道府県内で防災活動を

行う人たちがつながり、情報交換するネットワークをつくる

 福祉・環境・食生活・子育てなど、他分野の所管課と協力し、

防災をキーワードに団体同士がつながる場をつくる

女

性

の

継

続

的

な

活

動

を

支

え

る

Q9 女 性 が 継 続 し て 地 域 で 防 災 活 動 を す る た め

に 行 政 と し て で き る こ と は あ り ま す か ？

20 21

行

政

の

ギ

モ

ン

地

域

の

ギ

モ

ン

 活動を紹介できるイベントを開催する

など、PRができる機会を提供する

 女性部会など、地域で活動する女性たちが

情報交換できる場をつくる

 防災をテーマに、自治会・町内会やまちづくり協議会など、

地域の団体同士をつなぐネットワークをつくる

A2 活 動 を P R し ま し ょ う

行政が女性の活動をPRすることが、活動の理解や信頼の確保につながり、

モチベーションが高まる、活躍の場が広がるといったよい効果が得られます。

知ってほしい女性の活動にスポットライトをあてましょう。

 ホームページや広報誌に活動内容を掲載する

など、多くの人に女性たちの活動を知ってもらう

機会をつくる

A3 活 動 す る 団 体 同 士 の ネ ッ ト ワ ー ク

を つ く り ま し ょ う

p.25 ①２ p.46 ⑫課題

p.25 ①２ p.27 ②２

p.29 ③１

p.43 ⑩２

p.27 ②２

▲活動が市民活動
センターの広報誌
で紹介された
（平塚パワーズ）

地域には、様々な分野で地域活動を行っている団体が

あります。団体同士がネットワークを作り幅広な活動が

できるよう行政として支援しましょう。

平時からのネットワークが、災害時の相互支援にも

つながります。

 全国や都道府県などが実施する賞に応募したり、

推薦したりすることで、女性たちの優良な取組を発信する

 自主防災組織に講師ができる女性を紹介するなど、

活動する場を提供する

A1 活 動 を バ ッ ク ア ッ プ し ま し ょ う

女性の活動を支えるために、様々な面から支援しましょう。

 行政が主催する防災のワークショップなどで、実際に地域で活動す

る女性が受講者の前で説明する時間を設けるなど、講師とともに、

実践に近い形で練習する機会を提供する p.27 ②１

p.29 ③２

 女性たちの主体性に重きを置きながら、自主的に活動する

ために必要な拠点を提供したり、事務作業などを支援する

 活動について相談ができる担当職員を配置するなど、

信頼関係をつくる

 地方防災会議の委員などにも積極的に女性を登用する

 活動のための助成事業を行う

 女性が地域で活動しやすくなるよう、防災に男女共同参画の

視点を導入することの有効性と必要性について、

地域の理解促進を図る

p.29 ③２

p.45 ⑪２

女性が

力を発揮

するための

ノウハウ

p.33 ⑤２
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